
平成２３年度第６回鉱業博物館市民開放講座
 「男鹿半島南岸の津波石」

 講師：白石
 

建雄
 

氏
 （鉱業博物館研究員、秋田大学名誉教授）

 日時：平成２４年２月２４日（金）15：00－16：00
 会場：秋田大学大学院工学資源学研究科附属鉱業博物館3階講堂

 〒010－8502秋田市手形字大沢28‐2
 

電話018‐889‐2461

秋田県の沿岸部は過去くり返し津波を経験してきました。しかし歴史時

 代以前の地震・津波についてはほとんど何も分かっておりません。津波

 石は津波によって陸上に運ばれた巨石であり、過去の津波に関する語

 り部です。このたび男鹿半島南岸、潮瀬崎の隆起波食台上に散在して

 いる巨大な岩塊は数千年前に起こった大津波に由来するものであると

 考えられるに至りました。潮瀬崎の地形、岩塊の産状、津波由来と考え

 られる根拠などについてお話します。

入館・聴講無料



津波石
過去の大津波の証言者

東日本大震災時の大槌町の津波石（２０１１．７．２２）

陸前高田市（２０１１．７．２２）河北新報
男鹿半島潮瀬崎の津波石（スケールは１ｍ）
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